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に
向
け
た
意
気
込
み
を
語
っ
た
。
ま

た
、
現
場
を
中
心
と
し
た
社
員
に
つ

い
て
は
「
指
示
を
待
つ
の
で
は
な

く
、
今
の
状
況
を
自
分
の
こ
と
と
し

て
捉
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
を
果
た

し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
期
待
を

示
し
た
。

「
2
0
2
4
年
問
題
」
を
1
年
後

に
控
え
た
今
後
の
需
要
見
通
し
に
つ

い
て
は

「
1
月
の
状
況
も
厳
し
い

が
、
お
客
様
も
(2
4
年
問
題
)
が
残

り
1
年
と
な
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

を
通
じ
た
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
の
相
談

が
増
え
て
き
て
い
る
。
景
気
動
向
が

も
の
す
ご
く
良
く
な
る
こ
と
は
難
し

い
が
、
鉄
道
の
特
性
を
活
か
し
た
利

用
増
に
つ
い
て
は
期
待
で
き
る
と
思

っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

国

中
堅
倉
庫
が
D
Xで
協
業.
新
会
社が
始
動
へ

3
年
間
で
1
0
0
0
社
と
連
携
め
ざ
す

中
堅
倉
庫
が
D
X
(
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
)
で
協

業
す
る
。
ダ
イ
ワ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
(
本
社
o
東
京
都
品
川
区
、
曽
根

和
光
社
長
)
、
阪
南
倉
庫
(
本
社
・

堺
市
堺
区
、
堀
畑
浩
重
社
長
)
な
ど

6
社
は
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
企
画

・

開
発
を
担
う
合
弁
会
社
「
チ
ー
ム
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」

(
本
社
。
東
京
都

品
川
区
、
堀
畑
社
長
)
を
設
立
。
物

流
に
関
連
す
る
各
種
シ
ス
テ
ム
の
連

携
を
可
能
と
す
る
「
L
M
S
(
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
)
」
を
構
築
し
、
物
流
効
率
化
を

は
じ
め
社
会
課
題
解
決
に
貢
献
す

る
。
第
1
弾
と
し
て
、
出
資
2
社
の

荷
主
の
共
同
配
送
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

運
用
を
計
画
し
て
お
り
、
今
後
3
年

間
で
1
0
0
0
社
と
の
シ
ス
テ
ム
連

携
を
目
指
す
と
と
も
に
、
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
へ
の
発
展
も
視
野
に
入
れ

る
。

情
報
の
清
流
化
で
物
流
効
率
化
、

社
会
課
題
解
決
へ

ダ
イ
ワ
コ
了
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
阪

南
倉
庫
、
三
信
倉
庫
(
本
社
・
東
京

都
中
央
区
、
大
竹
英
明
社
長
)
、
小

山
企
業
(
本
社
o
埼
玉
県
戸
田
市
、

ト
メ
ー
シ
ョ
ン
機
器
の
販
濠
鞭~
讐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

営
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
轟
臓
雌

ィ
ン
グ
業
を
事
業
内
容
と

す
る
。
物
流
現
場
の
労
働
力
不

足
対
策
や
生
産
性
向
上
、

高
度
化
す
る
顧
客
ニ
ー
ズ

へ
の
対
応
と
い
っ
た
観
点

か
ら
、
「
倉
庫
D
X
」
へ

の
要
請
が
強
ま
っ
て
い

る
。
倉
庫
の
デ
ジ
タ
ル

化
、
自
動
化

o
機
械
化
に

際
し
て
は
、
標
準
化
が
力

嫡
で

ヘ
キ
糞
璽
嫌
稼
ぎ
ご
ぎ
き
な鯖
き
き

ギ
と
な
る
が
、
各
倉
庫
が
導
入
し
て

.
新
会
社
が
始
動
へ

る
w
M

蒼
庫
管
理
…
,

ム
)
も
ば
ら
ば
ら
で
、
「
業
界
統
一

o
o
o
社
と
連
携
め
ざ
す

の
w
M
s
」
の
開
発
。
導
入
は
現
実

的
な
解
で
は
な
い
。

小
山
嘉
一
郎
社
長
)
、
共
進
倉
庫

シ
ス
テ
ム
は
自
社
開
発
、
ベ
ン
ダ

(
本
社
◎
東
京
都
調
布
市
、
田
揮
正

ー
へ
の
開
発
委
託
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
シ

行
社
長
)
、
醍
醐
倉
庫
(
本
社
・
東

ス
テ
ム
の
導
入
と
い
っ
た
選
択
肢
が

京
都
大
田
区
、
醍
醐
正
明
社
長
)
の

考
え
ら
れ
る
が
、
チ
ー
ム
ソ
リ
ュ
ー

6
社
が
共
同
出
資
し
、
チ
ー
ム
ソ
リ

シ
ョ
ン
で
は
、
業
界
標
準
的
な
シ
ス

ユ
ー
シ
ョ
ン
を
昨
年1
1
月
7
日
に
設

テ
ム
の
導
入
o
普
及
を
志
向
す
る
の

立
し
た
。

で
は
な
く
、
L
M
S
と
し
て
物
流
に

資
本
金
は
3
6
0
0
万
円
で
6
社

関
わ
る
各
シ
ス
テ
ム
を
つ
な
げ
る
こ

が
6
o
o
万
円
ず
つ
出
資
。
コ
ン
ビ

と
で
、
情
報
の
清
流
化
に
よ
る
物
流

ユ
ー
タ
ー
お
よ
び
周
辺
機
器
並
び
に

の
効
率
化
を
実
現
し
、
社
会
課
題
解

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
、
レ
ン
タ

決
に
つ
な
げ
る
。

ル
、
リ
ー
ス
お
よ
び
販
売
、
W
e
b

第
1
弾
と
し
て
2
月
を
メ
ド
に
、

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
企
画

出
資
会
社
2
社
が
そ
れ
ぞ
れ
の
荷
主

お
よ
び
開
発
、
物
流
関
連
機
器
な
ら

(
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
、
ア
パ
レ

び
に
車
両
の
リ
ー
ス
ぉ
よ

臨

認
嵐総
総
遍
醗
j
s

潮

轡

氏

艦
艇

　

　
　

　

　

び
販
売
、
オ
フ
ィ
ス
オ
ー
き
ざ
熟
睡
搬
簾
欝
鰍

t一 撃 も
ノミ

左から田運氏、醍醐氏、堀畑氏、曽根氏、大竹氏、/i＼山氏 し
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同
士
で
「
つ
な
ぎ
や
す
い
仕
組
み
」

醍
醐
監
査
役
は
、
満
場
一
致
で
決

フ
ィ
ジ
カ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

を
構
築
し
た
う
え
で
同
業
他
社
に
も

ま
っ
た
チ
ー
ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の

倉
庫
が
け
ん
引

広
げ
、
「
フ
ィ
ジ
カ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ

社
名
に
言
及
し
、
「
直
面
す
る
様
々

ッ
ト
(
P
I
)
の
世
界
で
も
、
物
流

な
課
題
に
対
し
、
個
社
で
は
な
く
チ

17
日
の
記
者
説
明
会
で
は
新
会
社

を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
倉
庫
が
リ

ー
ム
で
解
決
し
な
い
と
難
し
い
時
代

始
動
に
あ
た
り
役
員
が
抱
負
を
表

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
い
き
た

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
倉
庫
会
社
1

明
。
堀
畑
社
長
は
「
物
流
の
提
案
に

い
」
と
述
べ
た
。

社
で
は
で
き
な
い
こ
と
を
6
社
が
中

D
X
。
シ
ス
テ
ム
化
は
不
可
欠
。

曽
根
会
長
は
、
「
志
を
同
じ
く
す

心
と
な
っ
て
、
物
流
を
倉
庫
か
ら
変

個
々
の
企
業
だ
け
で
な
く
、
社
会
と

る
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
、
課
題
解
決

え
て
い
く
こ
と
を
実
現
し
た
い
」
と

し
て
物
流
を
よ
り
良
く
し
て
い
く
こ

に
取
り
組
む
。
外
部
環
境
が
激
し
く

語
っ
た
。

と
が
求
め
ら
れ
、
情
報
が
集
積
さ
れ

変
化
す
る
中
で
、
ダ
イ
ワ
コ
ー
ポ
レ

田
揮
取
締
役
は
、
「
倉
庫
業
が
重

て
い
る
倉
庫
が
主
体
と
な
り
、
各
社

ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
立
ち
向
か
う
の
は

要
視
さ
れ
る
中
、
こ
れ
か
ら
の
物
流

が
協
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
良

不
可
能
に
近
い
。
信
頼
で
き
る
皆
さ

で
は
D
X
化
は
避
け
て
通
れ
な
い
。

い
仕
組
み
が
で
き
な
い
か
と
い
う
発

ん
と
と
も
に
、
自
社
の
課
題
解
決
の
ほ

し
か
し
1
社
だ
け
で
は
、
い
い
解
決

ル
)
に
対
し
て
提
案
し
て
い
る
、
倉

想
か
ら
新
会
社
を
立
ち
上
げ
た
」
と

か
、
新
会
社
を
通
じ
て
I
T
要
員
、

庫
会
社
主
導
の
共
同
配
送
に
お
い
て

説
明
。

高
度
情
報
化
に
対
応
で
き
る
社
員
を

L
M
S
の
運
用
を
始
め
る
。
こ
う
し

阪
南
倉
庫
の
情
報
シ
ス
テ
ム
会
社

育
成
し
て
い
き
た
い
」
と
強
調
し
た
。

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と
に
開
発
案
件

の
技
術
o
ノ
ウ
ハ
ウ
も
活
用
し
な
が

に
取
り
組
み
、
3
年
間
で
倉
庫
会
社
、

ら
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
開
発
で
協
業

課
題
に
チ
ー
ム
で
対
応
、

運
送
会
社
お
よ
び
荷
主
な
ど
・
o
o

す
る
こ
と
も
新
会
社
設
立
の
狙
い
と

倉
庫
か
ら
物
流
を
変
え
る

o
社
と
の
連
携
を
目
標
と
す
る
。

し
、
ま
ず
は
出
資
会
社
の
シ
ス
テ
ム

同
士
で
「
つ
な
ぎ
や
す
い
仕
組
み
」

醍
醐
監
査
役
は
、
満
場
一
致
で
決

フ
ィ
ジ
カ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

を
構
築
し
た
う
え
で
同
業
他
社
に
も

ま
っ
た
チ
ー
ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の

「チームソリューション」の出資企業 い が て と し個 D 明 始 倉 フ 0 運 に た L 庫 ル

特徴 コメント 仕協いがて々だ 動17 庫

鵠 諜 灘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
特徴 コメント

ダイワコーポレーション

チャレンジスピリッツと 「ノー」と言

わない経営姿勢。顧客のニーズに対応

するため、営業倉庫に加え、早くから

倉庫のサブリースを展開

通販が勢いをつけて拡大し、高度情

報化社会が成熟していく中、志を同じ

くする真の仲間と力を合わせシステム

面から課題解決をしていく

阪南倉庫

情報システム開発会社をグループに持

つ。業務部門、営業部門、システム部

門が三位一体となって、マーケット志

向のアプローチで物流サービスを提供

第四次産業革命の時代に生きている

我々が、物流業界のために何ができ

るのか、その可能性を同業の仲間と

共に考えたい。まずは、情報や機

械、会社や人をつなげる仕組みを作

るところから始める

三信倉庫

都心に近い立地に倉庫を有しているこ

とから、その時々の需要の大きい商材

を扱う。新しい商材の取り扱いに円滑

に移行するためのシステム対応も課題

ITや自動化機器の進化が速い時代に

おいて、倉庫会社自らが作る、使い

やすいシステムを構築することに

よって、様々な物流課題を解決でき

る体制を志を同じくする仲間と共に

作り上げていきたい

小山企業

出資企業の中では、特に運送子会社に

よる輸配送事業に力を入れている。ア

パレル商材の店舗配送も手掛ける。大

型店舗のテナントが起用する物流会社

の情報を有することも強み

IT技術、機械技術の進化スピー ドが速

い現代において、技術をシェアする

ことが資本も人材も限りある中小企

業に重要であると考え参画した

共進倉庫

東京・多摩エリアで事業展開。現在は

通販関連の貨物が主体だが、かつては

機械関係の取り扱い実績があり、生産

の国内回帰による保管需要拡大も夕-

ゲットに据える

世の中における物流の重要性が高ま

る中、異業種から新規参入も増えて

いる。コロナ禍で DX化が進み、物流

業界を取り巻く環境は大きく変わっ

てきており、 1社ではできないこと

を、志を共にする仲間と、新時代の

物流に解決策を投じていきたい

醍醐倉庫

E C物流において 「パーソナルギフ

ト」への対応に注力。名入れ機の導入

などにより、同分野で日本一の倉庫を

目指している。 B t o C分野での L M

Sの構築にも期待

DXが叫ばれる昨今、物流業界を取り

巻く環境は大きく変わってきてい

る。問題意識の高い同志により設立

したこの会社で、システムから物流

業界を変革していく

　
発 良 社 れ こ と 0 に 表 社 0 、件 し て 倉

不 7 変 に る い 1 を ッ広 を 同 し す ら の 説 想
可 シ 化 取 メ 曽 」 ダ よ ト げ 構 士 、る 、技 阪 明 か

　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　 　
　　　　　　　　　　　　　信 立 ダ 部 も「 ヱ

で 向 ワ 境 、を っ に で イ 業 い の 立 開 活 ス 上
零す〒薮蓬竪 て倉もン他仕シの発用テ げ

い 庫 、タ 社 組 ス 狙 で し ム た
皆 の ポ し解 く き が 物 1 に み テ い 協 な 会
さ は し く 決 す た り 流 ネ も 」 ム と 、 が 土 と

し で 要 語 え 心 社 に 1 な 社 ま 倉 課 育 高 か
か は 視 田 っ て と で な ム 課 名 っ醍 庫 題 成 度 、
し D さぞ畢 た い な は っ で 題 に た 醐 か に し情 新
I X れ 取 0 く っ で て 解 に 言 チ 監 ‐ て 報 会に 言 チ 監 ら チ て 報 饗

し し ム 役 流 ム
　　　　 　　 　　　

　　　・ ・ ソ は
を
で

　　　　 　　 　　　
で 面 1 場 る 、 強 き 1
は す シ ー 調 る T
な る ョ 致 し ±

とミな の 業 こ む シ ー 調 る T
い か 社 会 い な る ョ致 し社 要解 い 物 が 十「 ハ」 ら が 社 時 く様 ン で た 員 員

決 o 流 重 廿 0 ハ ベと 変 中 1 モ チ 々 の J
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策
が
見
つ
け
ら
れ
な
い
。
新
会
社
に

参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
ず
は

シ
ス
テ
ム
の
問
題
点
を
共
有
し
、
社

名
の
通
り
解
決
し
て
い
き
た
い
。
社

員
教
育
面
で
も
協
業
を
進
め
る
ほ

か
、
メ
ン
バ
ー
か
ら
も
刺
激
を
受
け

た
い
」
と
述
べ
た
。

大
竹
取
締
役
は
、
「
自
社
の
W
M

S
は
ベ
ン
ダ
ー
に
開
発
を
委
託
し
て

い
る
が
、
変
更
に
即
対
応
す
る
こ
と

が
難
し
い
。
自
社
開
発
が
望
ま
し
い

が
、
技
術
の
進
歩
も
早
く
、
教
育
面

で
も
一
定
の
組
織
の
規
模
が
必
要
。

P
I
で
い
ろ
い
ろ
な
会
社
と
デ
ー
タ

を
結
ぶ
に
は
、
標
準
化
し
た
も
の
を

使
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
新
会
社
の
設
立
趣
旨
と
合
致

し
た
」
と
説
明
し
た
。

小
山
取
締
役
は
、
「
現
在
の
基
幹

シ
ス
テ
ム
は
ベ
ン
ダ
ー
に
開
発
を
委

託
し
、
以
降
、
I
T
技
術
が
自
社
で

育
た
な
い
と
い
う
不
安
が
あ
っ
た
。

チ
ー
ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
立
ち
上

げ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
会
社
に

技
術
が
蓄
積
さ
れ
る
。
自
動
化
機
械

を
導
入
す
る
に
は
シ
ス
テ
ム
連
携
が

必
要
で
あ
り
、
中
小
企
業
に
と
っ
て

『
つ
な
ぐ
技
術
』
を
共
有
す
る
こ
と

は
、
自
動
化
・
機
械
化
の
促
進
に
つ

な
が
る
」
と
強
調
し
た
。

圏

霧
島
酒
造
/
ニ
チ
レ
イ
ロ
ジ

焼
酎
製
造
副
産
物
の
リ
サ
イ
タ
ルで
協
働

焼
酎
メ
ー
カ
ー
大
手
の
霧
島
酒
造

(
本
社
・
宮
崎
県
都
城
市
、
江
夏
順

行
社
長
)
と
ニ
チ
レ
イ
ロ
ジ
グ
ル
ー

プ
本
社
(
本
社
・
東
京
都
千
代
田

区
、
梅
揮
一
彦
社
長
)
は1
9
日
、
霧

島
酒
造
に
よ
る
焼
酎
製
造
副
産
物
の

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
お
い
て
協
働
運

用
を
開
始
し
た
と
発
表
し
た
。

ニ
チ
レ
イ
ロ
ジ
は
「
鹿
児
島
曽
於

物
流
セ
ン
タ
ー
」
(
熊
本
市
曽
於

市
)
で
、
霧
島
酒
造
の
焼
酎
原
料
で

あ
る
さ
つ
ま
い
も
の
保
管
や
、
受

入
・
洗
浄

・
選
別
・
蒸
し
・
急
速
凍

結
に
至
る
流
通
加
工
業
務
を
受
託
す

る
。
こ
れ
ら
の
作
業
工
程
で
発
生
す

る
芋
く
ず
は
従
来
、
委
託
先
の
廃
棄

物
収
集
運
搬
事
業
者
を
通
じ
て
、
鹿

児
島
県
内
の
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設

で
処
分
し
て
い
た
。

そ
う
し
た
中
、
宮
崎
県
か
ら
県
外

産
業
廃
棄
物
の
搬
入
承
認
を
受
け
た

こ
と
で
、
同
県
に
あ
る
霧
島
酒
造
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン
ト
へ
の
運
搬
が
実

現
。
同
プ
ラ
ン
ト
で
は
、
微
生
物
に

よ
り
焼
酎
粕
や
芋
く
ず
を
メ
タ
ン
発

酵
さ
せ
て
バ
イ
オ
ガ
ス
を
生
成
し
、

焼
酎
製
造
工
程
の
ボ
イ
ラ
ー
燃
料
に

用
い
る
ほ
か
、
「
サ
ツ
マ
イ
モ
発
電
」

と
し
て
電
力
変
換
し
、
工
場
や
地
域

で
活
用
す
る
。
今
回
新
た
に
リ
サ
イ

ク
ル
が
可
能
と
な
っ
た
芋
く
ず
は
月

間3
0
t
程
に
上
り
、
バ
イ
オ
ガ
ス
発

生
量
3
o
o
o
N
(
ノ
ル
マ
ル
)
が

に
相
当
す
る
と
い
う
。

霧
島
酒
造
の
江
夏
社
長
は

「
当
社
で
は
長
年
、
焼
酎
粕

や
芋
く
ず
な
ど
、
焼
酎
製
造

の
副
産
物
の
有
効
利
用
を
進

め
て
き
た
。
た
だ
伝
統
を
守

る
だ
け
で
は
な
く
、
当
社
に

し
か
で
き
な
い
独
自
価
値
や

社
会
的
価
値
の
提
供
に
挑
戦

し
た
い
と
考
え
、
2
0
3
0

年
度
ま
で
の
工
場
・
事
務
所

の
C
0
2
排
出
量
実
質
ゼ
ロ

も
宣
言
し
た
。
今
後
も
持
続

可
能
な
焼
酎
造
り
の
全
体
構

r

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
ま
い
も
を
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
。
~
』
を
環
境
活
動
の
ビ

ジ
ョ
ン
に
掲
げ
、
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
く
」
と
コ
メ
ン
ト
。

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　

脱

ご

,

な
N
*

ニ
チ
レ
イ
ロ
ジ
の
梅
揮
社
長
も

「
顧
客
感
動
を
生
み
出
す
商
品
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
や
地
域
社
会
と
の
共
生

を
目
指
す
両
社
が
と
も
に
手
を
携

え
、
今
回
の
協
働
運
用
の
実
現
に
至

っ
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
う
。

(
南
九
州
の
方
言
で
晩
酌
を
意
味
す

る
)

だ
れ
や
め
夕
を
楽
し
み
な
が

ら
、
ぜ
ひ
、
焼
酎
製
造
の
裏
側
に
あ

る
本
取
り
組
み
に
も
思
い
を
馳
せ
て

ほ
し
い
」
と
し
て
い
る
。

圏
ド
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も
ぎ
奪
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